
チーム名：チーム兵庫大学大学院ＢＭ 提案先自治体：加古川市役所

まちなかダイバーシティ加古川～高齢者の健康交流・子どもの学習環境カイゼン～

全国的な事例データ・研究成果の整理
交流頻度と認知症リスク

ソーシャル・キャピタルと教育効果

データから見る加古川市の現状整理
①人口減少および高齢化、②要支援・要介護認定者数の増加、
③高齢者に対する支援の満足度の低さ、④昼間人口の流出

課題
①高齢者見守りサービスの認知率の低さ
➁空き家・空き店舗の増加

解決策
空き家・空き店舗の活用 ⇒ 家守事業

⇩
交流事業
居場所づくり
教育・福祉事業者の誘致

⇩
利用者が会員証 兼 スペースの鍵として
BLEタグを持つ状況をつくる

成果物：見守りサービスが充実⇒利用者データ取得
利用状況を把握→高齢者（MCI・予備軍）

→子ども・学生・ママ

なぜそれに取り組むのか？
2つの課題意識
医療・福祉従事者⇒認知症予防の課題
週1回の交流により認知症リスク減少

（データあり）
地域創生実践⇒居場所・出番・役割

小仕事づくりを実践

利用者拡大に向けた地域創生ストーリー

個・孤をなくしたい みんなの課題解決

みんなが街中に仲間が増える

つなげる・輪になる

→

←

↓↑

実現主体
組織化 ⇒ 社団法人（地元学生、市民等）
パートナー組織（兵庫大学、民間企業、農家等）の巻き込み

パートナー組織による街中での小仕事づくり
①賃料支払い能力のある民間事業者と連携もしくは誘致
【想定する事業者】教育・福祉事業者（兵庫大学含む）
⇒プログラミング教室、デイサービス、認知症カフェ、福祉作業所
➁賃料支払いを必要としないフリースペースを創出
【想定する利用者】高齢者・子ども・学生・ママ
⇒管理人（見回りパトロール）、交流スペース、学習室、地域食堂、コワーキングスペース
③巻き込みたい人
コワーキングスペース⇒一部の管理業務を相互補助
リノベ好き⇒DIY、ボランティア

ポイント
・フリースペース家賃は緩い連携により維持する
・リノベーション費用はCFや補助金も活用
・管理のための人件費をほぼかけない
・見守りサービスマッチングによる運営経費捻出
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（仮）一般社団法人

で解決空き家・空き店舗×高齢者の見守り強化 ＝ 家守事業＋交流事業+α

解決したい課題① 解決したい課題➁ 解決のアイデア

交流事業の展開、学習室利用交流のためにBLEタグを持たせる フリースペースの創出

○アイデアの背景～解決策の提案～取り組むべき理由

外に出てくる理由をつくる

○アイデア実現までの流れ～アクションプラン


